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令和 3年 3月 10 日 

 

昭島市長 

 臼井 伸介 殿 

公明党昭島市議団 

団長 赤沼 泰雄 

 

新型コロナウイルス感染対策に関する緊急要望 

 

 

【経済対策】 

一、令和 3 年度に誕生した新生児に、特別出産お祝い金を支給すること。 

 

一、テレワーク推進策としてネットワーク環境への補助をすること。 

 

一、東京都生活応援事業を活用して、プレミアム商品券事業を実施すること。 

 

一、市内事業者応援金の対象を拡充して、第 3弾を実施すること。 

 

一、生活に困っている人（ひとり親、就学援助費対象者、生活保護受給者等）へ

の経済支援を実施すること。 

 

一、生活困窮者に生活必需品（米、味噌、醤油、食料品）を市内企業と連携して、

こども食堂等を通じて定期的に回数を増やし拡充すること。 

 

 

【医療対策】 

一、ワクチン接種事業で開設予定の総合相談窓口（コールセンター）について、

早期に設置すること。 

 

一、ワクチン接種後の副反応に対する、市独自の相談窓口（コールセンター）を

設置すること。 

 

一、ワクチン優先接種の対象に、タクシー運転手、ごみ処理業者、警察署員を加

えることを国に要請すること。 

 

一、接種希望者のうち、自力で接種会場に行くことのできない方を市が確実に把

握し、個別の接種体制を整えること。 
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一、ワクチンの集団接種が、円滑に進められる工夫を講ずること（問診、服の着

脱に関する時間短縮等）。 

 

一、ワクチン接種に関しては、より多くの市民がかかりつけ医で接種できるよう

に「個別接種」の充実にさらに工夫すること。 

 

一、感染者やその家族への差別を防ぐための更なる啓発活動を行うこと。 

 

 

【その他】 

一、家族がコロナに感染した場合、面倒を見てくれる家族がいない際に、買い物

などの生活支援をしてくれるような相談窓口（コールセンター）を設置する

こと。 

 

一、コロナ禍の安否確認として「見守り電球」を導入すること。 

 

以上 

 


